
■中国：オーストラリア政府、国家電網公司による電力会社の買収を承認 

オーストラリア財務大臣は2013年12月20日、シンガポールパワー社（Singapore Power）のオー

ストラリア子会社であるSPIAAの60％の株式とSP AusNetの19.9％の株式を、国家電網公司が買

収することを承認したと発表した。SPIAAとSP AusNetはオーストラリア東南部地区で送配電事業

を展開している。SPIAAはシンガポールパワー社の100％子会社で、配電、ガス輸送とガス販売等を

行っており、供給エリアはビクトリア州、クイーンズランド州、ニューサウスウェールズ州と首都等

である。SP AusNetは、主にビクトリア州で送配電とガス販売等の事業を展開しおり、シンガポール

パワー社が同社の51％の株式を保有している。 

 


